平成31年度の事業報告書

特定非営利活動法人ウィーズ
１　事業の成果

4年目となる今期は、メルマガに特に力を入れ毎週配信を行い「子どもの声に耳を傾けてもらうこと」を目的として生の子どもの声を中心に発信してきました。活動面に関しては面会交流事業の需要が年々右肩上がりになっているのを受け、利用者からの料金を無料にすることにしました。それにより利用者が増え結果的に昨年度よりも多くの子どもたちの支援につながることが出来ました。また無料化によって会員増、寄付増といった効果も生まれました。
　当団体では以前より「家庭環境に悩む子どものための掲示板」を運営してまいりました。同時にEメールによる個別相談も受け付けておりましたが、これに加えLINEを使った相談窓口を開設したところ、その手軽さゆえに子どもたちからの相談が爆発的に増え、家庭環境に悩む子どもたちの多くの相談を受けました。普段誰にも話すことのできない子どもたちの悩みの一次受付として、子どもたちに貢献することが出来ました。
学習支援事業はこれまでに引き続き個別指導教室「トータルスクールウィーズ」を運営してきましが、こちらに関しては大幅に縮小を致しました。上記にある通り、面会交流支援事業と相談対応業務に重点を置くためです。そのようなことから前年度は2人の生徒に対し学習支援を行いました。
　　面会交流支援事業については上記の無料化により支援件数は前期比200％に達しました。それに伴い支援者研修も行い利用者増に対応できる体制も構築してきました。また前期より行っている面会交流支援の実情と支援内容を一般の方と「検討会」と題してディスカッションする活動も継続して行い、保護者や弁護士や司法書士などの方々が参加してくれました。「検討会」やメルマガ、メディアの取材などを通して親の離婚が子どもに与える影響について多くの情報発信ができました。
4期途中から開設したLINE無料相談は、今後の活動の柱の一つになるものです。家庭環境に悩む子どもの多くは親に言えない、友達に言えないといった孤独を抱え苦しんでいます。たとえ根本的な解決はできなくとも一次受付として子どもたちの想いを聞き、寄り添う活動ができたと思います。相談受付は今後も力を入れていきます。相談を寄せる子どもたちの声を社会に引き続き発信していきます。
5期も離婚家庭をはじめとする家庭環境における課題について「主語は子ども」というコンセプトにこだわってきた今まで同様、子どもたちに寄り添った支援を継続し、社会に対する啓発活動やLINE相談における一次受付から行政などと連携し直接支援につなげる仕組みの検討などに力をより一層注いでいきたいと考えております。
２　事業の実施に関する事項

（１）非営利活動に係る事業

	事業名
	事　業　内　容
	実施

日時
	実施

場所
	従事者の人数
	受益対象者の範囲及び人数

	学習支援事業
	小中高生への学習支援

	随時
	当団体事務所
	2名
	子ども2名

	面会交流支援事業
	面会交流仲介支援

	随時
	各地

	7名
	離婚家庭の親子540名

	
	面会交流事例検討会
	3月～2月
	東京都内
	2名
	離婚をした男女、専門家等80名

	講演講師派遣
	「子ども視点の面会交流」
「面会交流の現場と子ども」
「再婚家庭の子ども」
「離婚・再婚家庭の支援」
	7月28日
	白梅学園大学
	1名
	支援者40名

	
	
	8月24日
	松戸市
	1名
	司法書士50名

	
	
	11月16日
	岡山(NPOみらい)
	1名
	支援者50名

	
	
	1月10日
	千葉大学
	1名
	学生15名

	
	
	2月15日
	東京都内
	1名
	司法書士 50名


（２）その他の事業
	事業名
	事　業　内　容
	実施

日時
	実施

場所
	従事者の人数

	自動販売機によるジュース等の販売
	自動販売機によるジュース等の販売
	随時
	当団体事務所
	1名
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